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 我孫子市は、市職員を対象とした「男女共同参画の視点からの防災研修～避難所編～」を

実施します。 

 

 この研修は、内閣府が昨年作成した自治体職員対象の「男女共同参画の視点からの防災研

修プログラム」に基づくものです。内閣府としても初の試みであり、他に先駆けて試行する

自治体を全国から募集。その結果、今年度中に当市を含め全国 11 自治体が実施し、我孫子

市は県内唯一のエントリーとなりました。 

 

 防災対策における男女共同参画の視点の重要性は、東日本大震災の時にも浮き彫りになり、

各地の自治体でも対策が取られてきていますが、昨年の熊本地震においてもなお、不十分な

点が指摘されています。研修には、防災担当部署の職員だけでなく、男女共同参画担当部署

を始めあらゆる部門の職員が集まり、グループワークを通してそれぞれの業務からの知識を

出し合い、男女共同参画の視点とは何か、なぜ重要かを確認し合います。 

 

 このプログラムでは津波や風水害など、数例のシチュエーションからテーマが選択できる

ようになっており、当市は避難所事例を選択しました。地域防災計画でも重要な対策の一つ

で、特に、子どもや女性、高齢者、障害者など、多様な配慮が必要なテーマと言えます。研

修を通して、災害時に少しでも快適な避難所が用意できるよう物心両面で備え、防災対策に

生かしていくことを目指します。 

 

  テーマ：「男女共同参画の視点からの防災研修～避難所編～」 

  日 程：平成２９年２月１４日（火）１３時１５分から１６時４５分（予定） 

  場 所：消防本部大会議室 

  講 師：内閣府男女共同参画局総務課 課長補佐 服部和彦 氏 

同  専門職  増田能伸 氏 

 

【問い合わせ】 

我孫子市秘書広報課男女共同参画室 

       小池 海老原 大島 

☎ ０４－７１８５－１７５２ 

 

平成２９年１月３１日 

市職員対象「男女共同参画の視点からの防災研修」 

～内閣府プログラムを県内で初めて開催～ 

 

Abiko city 


